
自動PDF変換・編集 サーバーソリューション

Antenna House PDF Serverは、サーバーサイドでオフィス文書や画像ファイルを、PDFや画像
ファイル（JPEG、TIFF/MTIFF）に変換・編集するサーバーソリューション・ソフトウエアです。

V4.0
新 機 能

最新のMicosoft製品に対応！

最新のPDF仕様に対応！

• Windows Server ����
• Microsoft ���、 Microsoft Office 

���� / ����

PDF�.�形式の入力ファイルや 256bit 
AES 暗号方式に対応しました。

OfficeなしでPDF変換

Officeライセンス不要

OfficeアプリケーションなしでもOffice
文書を直接PDFに変換できます。
※従来の Office / PDF Driverによる変換も可能です。

AWSなどへのSPLAライセンス持ち込
み禁止の対策にも有効です。
※OfficeなしでOffice文書をPDF変換する場合

フォルダー監視機能 コマンドライン機能※

● 入力フォルダーに投入されたファイルを一括変換！
● 複数の監視タスクで、用途ごとにファイル変換設定を

使い分けできます。
● 任意間隔での定期監視、時刻指定の定時監視などが

可能です。
● プログラミングは不要 !　変換設定のみですぐに利用

できます。

●「PDF Server」の変換と結合/分割が利用可能
● バッチやスクリプトなどから呼び出して一括変換
● 他システムへの組み込みにも対応しているので、

SIer様にもお薦め！
● マルチプロセスによる高速変換もできます(対応機

能に限ります。)
※ご注意　コマンドライン機能は、「PDF Server」の プロフェッショ

ナル版、コマンドライン版限定機能です。
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全ての機能を使って試せる評価版をご用意！
詳細はこちらをご覧ください。 h�ps://www.antenna.co.jp/psv/trial.html

アンテナハウス株式会社　システム営業グループ

※下記ディスク容量には、PDF Server が作成するPDFファイルなどの容量は含みません。

※ 1 Office / PDF Driverを使用して変換する場合、Microsoft 365、またはMicrosoft Office 2024 / 2021 のいずれかが必要です。
※2 Officeアプリケーションを使用せず直接PDFに変換することも可能です。ただし、変換結果は必ずしも元のOffice文書と同一にはなりません。
※3 一太郎、その他アプリケーション文書の変換には、それぞれのソフトウェアが、サーバー側にも必要です。
※4 特定の条件のときにPDF/A、PDF/X、タグ付きPDF形式でのPDF出力も可能です。ただし、その場合は、PDF編集機能は利用できません。

入力ファイル形式

Microsoft Word (docx / doc)、Excel (xlsx / xls)、PowerPoint (pptx / ppt) ※1 ※2

 一太郎（JTD）（株式会社ジャストシステム）※�

出力ファイル形式 PDF ※� 、TIFF / マルチTIFF、JPEG、テキストファイル（OCRで認識したテキスト）

その他アプリケーション文書(アプリケーション変換で対応可能な文書）

PDF、テキスト（TXT）、画像ファイル（BMP、TIFF / マルチTIFF、JPEG、JPEG2000、PNG）

基本機能
変換できるファイルの種類と出力ファイル形式

OCR処理 画像やPDFを対象に、OCR（Optical character recognition）処理を行い、認識された文字情報をPDFへ埋め込みます。

QRコード スキャン時にあらかじめ用意したPDFServer用のQRコードを印刷したシートを差し込んでおくことで、ファイルの分割や
シートごとに出力フォルダーを分けるなどの処理を行うことができます。

認識処理機能

おもな編集機能

結合・分割 複数のPDFファイルの結合や、ページごとにファイルを分割することができます。

セキュリティ設定 出力PDFファイルに、セキュリティ（マスターパスワード/ユーザーパスワード）を設定します。

閲覧制限 出力PDFファイルの閲覧期間（有効期限の設定）、閲覧可能な保存場所（閲覧場所の制限）の設定が可能です。

ヘッダー/フッター 作成日やノンブルの自動挿入、指定位置への社名挿入など、ヘッダーとフッターを編集・設定します。

ウォーターマーク テキストまたは画像の透かしを、ページ内の指定箇所に挿入します。

製品構成 フォルダー監視 同時起動タスク※
コマンド
ライン

プロフェッショナル版 PDF Serverのすべての機能が利用できます。 〇 無制限 〇

スタンダード版 標準的なフォルダ監視機能が利用できます。
なお、変換エンジンはプロフェッショナル版と同じです。 〇 � ー

コマンドライン版
PDF Serverの変換エンジンが使用可能な、コンソールアプ
リケーションです。バッチやスクリプトによる一括変換、他の
システムへの組込み等に利用できます。

ー ー 〇

フォルダー監視機能
※同時起動タスク…同時に起動しておける監視タスクの上限数

動作環境
OS Windows Server 2025 / 2022　日本語版　仮想OS対応

CPU 上記OSが正常に動作するIntel系のCPU、および100%互換性を持つプロセッサー

メモリ 上記OSが推奨するメモリ以上（これに加えて2GB以上の空き容量を推奨）

HDD 本製品のインストールに必要な500MB以上の空き容量


